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け
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れ
ろ
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淡
朝
卿
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洲

文
句
劫
.･a
み
な
7
-
り
宅
の
邸
で
み
ろ
､
従
っ
て
概
破
船
見
て
､
=
れ
私

人
効
率
の
本
だ
寸'
食
別
し
て
は
い
け
な
い
､
人
新
撰
上
で
頂
-
て
､
人
朔

選
及
人
椛
鈎
潜
の
且
L
i北
米
弧
細
朗
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稗
す
べ
4
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あ
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シ
ベ

p
ァ
､
イ
>̂
ク
ー
タ
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江
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､
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フ
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Q
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結
1,
し
て
こ
れ
私
見
ろ
せ
い
か

･1
多
-
り
築
ぶ
べ
4
,邸
班
か
本
番
に
よ
っ

て
柑
ろ
こ
そ
だ
ら
-
1
従
米
耽
絢
の
血

糊
輿
潜
の
机
上
_=
耽
閥
の

文化
+,

光
も
街
路
な
関
係
の
み
ろ
､
北
米
ア
ジ

ア
､叉
ー王
水
南
ア
汐
ア
1
両
押
韻

偽
り
地
誌
が
拙
供
さ
れ
た
,
三

相
め
て
親
盲

た
り
で
あ
る
,
中
に
.J
こ
の

y
ベ
?
ア
か
ら
種
火
淋
洲

に

か
け
て
の
粕
粕
的
節
隅
は
飴
税
少
い
､
近
帖

耐

満
州
鋭
鹿
骨
杜
か
ら
御
押
･,J
か
網
密
恥
骨
籾
,,
な
っ
て
凹
版
yuれ
穴
も

り
が
多
-
あ
あ
が
､
十
分
に
･
]れ
が
行
4
,腔
ら
な
い
状
況
で
あ
る
か
ら
-

予
1ユ
駄
居
博
士
の
如
手
放
布
衣
の
‥
¢
締
り
轡
越
和
迩
に
-
歓
迎
す
る
り

で
あ
る
､
祈
脱
射
イ
ン
下
四
十
六
串
約
十
些
付
五
官
耳
の
少
か
ら
ね
か
予

で
お
ろ
か
ら
､
L
i
ゞ
切
放
行
靴
の
や
-
に
す
ら
-

せ
拭
過
し
得
な
い
､

む
し
ろ
府
の
拐

ろ
方
の
茶
で
あ
る
が

､
=
不
に

‥
の
秤
の
旋
行
組
み
好
試

す
ろ
糾

啓子
が
増
加
せ
ん
=
モ
私
析
つ
て
や
ま
ね
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寄
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多
興
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朝

鮮
部

落

調

査

報

告

欝

l
冊

朝

鮮
絶

督

雁

木
啓

は
鵬
紀
小
田
劫
牧
計
り
嗣
資
に
な
つ
i
1朝
脚
火
四
民
及
水
位
支
那

人
の
批

潜
の
報
せ
で
わ
ろ
ー
例
_こ
上
っ
て
惜
気
-
な
-
鋸
屑
糊
蹴
り
多
い

も
の
や
非
の
放
り
多
い
幻
抗
か
見
ろ
乾
け
で
･J
轡
菰
ru
ろ
～
桝
の
多
い
轍

皆
で
わ
ろ
､
=
9,
に
黙
糾
す
ろ
火
刑
民
の
地
所
の
不
安
髭
に
附
し
て
蹄
蜘
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幽

忠
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噂
な
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す
る
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つ
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_こ
凍

倣

り
支
那
人
が

い
か
に
有
力
な
る

純
米
家
で
わ
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跳
凝
段
弟
家
で

あ
る
か
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い
ふ
こ
ミ
軸
率
蟹
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つ
い
て
柵

P
.し
て
み
ろ
ー
勤
勉
に
し
て
し
か
も
寡
欲
tLTS支
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労
働
潜
G
歳

入
に
封
し

て
に
灘
tニ
朝
鮮
の
み
の
ー問
題
で
な
-
､
邦
人
が
隅
栄
に
塗
炭
せ
ん
?,
す
る

に
放
て
も
北
ハ足
も
ま
ね
見
な
-
て
ほ
な
ら
な
い
現
状
tこ
対
し
､
本
番
り
知

音
は
有
力
な
る
参
考
海
蛇
供
す
ろ
-
り
モ
い
ふ
ペ
ro
で
あ
る
O
他
聞
の
瓶

も
鮮
明
に
川
雑
て
ゐ
ろ
､
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著
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試
ふ
+(
与
で
み
ろ
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蒔
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五

韓

日
銀
杏
店
大
正
十
三
年
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一
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祭
行

木
綿
tこ
し‡
石
井
氏
の
奈
良
紀
粘
り
人
口
分
布
に
就
JY,て
､
辻
村
氏
の
由

開
北
部
G
T僻
見
､西
鶴
氏
の
火
野
か
原
カ
>̂
ス
t
､緒
川
凍
り
大
河
押
分
水

工
等
辞
み
け
じ
め
愛
知
髄
の
粘
土
工
栗
､
僻
糊村
厭
の
非
柑
欄
等
､
胡
嫌
の

多
い
報
告
に

富
ん
で
お
る
､
各
地
方
の
地
規
準
的
搬
骨
の
獅
在
或
ぬ
る
_

従
っ
て
愈
相
加
で
る
こ
そ
が
本
替
り
特
色
7,
し
て
他
に
診
ろ
ベ
音
別
で
あ

ら
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骨
負
名
将
私

見

為
せ
､
組
計
で
甘
四
十
八
名
､
そ
れ
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-

大
家
も

あ
り
坤
等
敢
為
の
方
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も
多
い
こ
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で
あ
る
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予
は
地
方
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ら
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数
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心
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よ
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せ
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望
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濃
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西
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払
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山
田
省
三
耳
ふ
坪
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十
八
省
中
り
北
部
で
ー
取
離
省
の
田
､
大
行
山

政
軸
外
_こ
し
ー
陳
西
都
の
氷
で
歌
川
が
非
城
外
tJ
な
り
ー
岡
も
昭
和
か
ら

光
て
る
茄
河
.1
よ
り
て
､
大
槻
河
浦
街
T,
り
拙:-3-む
つ
-
つ

て､
内
然
り
坑
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甘
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仙岬
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で
あ
る
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こ
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仙化

の
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軍
王
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い
ふ
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方
り
刈
煉
れ
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て
仰
訓
的
染
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桧
山

文
で
わ
淡
批
し
陰
山
の
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葉
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秋
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坤
閥
･,J
り
境
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和
紙
尤
L
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や

わ
つ
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葬
り

叫
純
の
岬
に
も
こ
の
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の
融

に
縫

っ
て
苗
肌
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城
み
作
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i1
の
で
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方
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限
外
が
川
北
i1
-
G
Lで
あ
る
が
ー

他
の
三
方
ミ
辿
っ
て
北
方
け
が
や
-
に
人
満
的
の
も
の
,で
hrT
ろ
か
ら
北
嶺

伽
奴
叉
は
東
湖
､
.;i.%
古
人
TJ
い
二

I
や
う
な
弼
帰
心
北
方
人
_こ
よ
っ
て
務

叉
は
他
の
長
城
以
内
み
聾
-2
せ
ら
れ
撰
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は
牧
山
の
梢
か
ら
引
き
上
げ
S
:

げ
な
ら
.hrl株
に
な
つ
篭

叔
妃
世
に
元
が
支
那
在
紙

1
す
る
や
こ
6
1万
田

は
仝
-
栄
古
人
の
土
地

に

な
つ
雪

そ
=
で
明
代
に
な
っ
て
長

城
外
地
な

あ
も
の
み
改
修
し
て
､
･:･4
古
人
tJ
撰
人
TJ
の
坊
界
に
L
ii
､
で
こ
れ
が
山

粥
解
の
北
の
鏡
_こ
な
つ
て
ゐ
ろ
､
併
し
長
城
外
地
か
ら
北
e
r的
蒙
古
は
今

日
で
_工
､
熱
河
､
終
恰
爾
､
絃
速
聖

二
特
別
描
域
が
設
け
ら
れ
､
米
綿
以

氷
=
G
l方
即
にこ
班
人
の
移
住
す
る
-
の
が
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加
L
J.
班
有
人
は
陰
山
以
北

にこ
追
加
す
る
や
う
に
な
つ
i1
の
で
何
れ
も
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人
の
支
紺
地

tニな
っ
て
ゐ
ろ

か
ら
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那
省
別

仝
誰
の
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､
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ら
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恰
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､
紡
速
の

1邪
道
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田

解
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っ
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ろ
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し
て
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田
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隔
テ
テ
郷
関
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田
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封
シ
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ハ
長
城
チ
越

土
子
栄

首
班
厨
粗
糖

二
迎
>～

oj配
し
非
山
…ほ
の
光
七
ろ
し
の
に
北
部
に
陰
山
々
系
が
あ
る
1,訊
越
し
て

わ
あ
が
之
は
少
し
過
て
ゐ
ろ
､
長
城
に
_
ll;
捜
外
地
竺

-
つ
が
め
っ
て
北

緯
三
十
九
些

1i十
分
の
地
に
､
耽
徹
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の
界
に
あ
る
五
独
り

7
な
る
慌
山

よ
り
印
の
.分

へ
繋
虫
山
､
脈
門
山
ま
い
ふ
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な
名
山
わ
辿
れ
た
分
水
界

〔
筑
韻

山

系
)
の
上
_こ
長
城
内
越
が
帆
船
tJ
し
て
鮎
り
肺
門
帆
･H
桝
す
る
㈹

雑

報

門
か
批
けり
て
ぬ
る
が
:
り
恥
門
り
外
に
北
仙抑
m川
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旗
や
匂
わ
小ト
リ
_ニ
恥相
成

口
､
綿
肺
H
t
北
家
H
､
杓
石
目
､
LL"
I,I,,J糾
す
ろ
峨
堺
秘
結

,r
L1長
城

外
地
が
め
る
､
つ
ま
り
川
田
及
粧
紐
で
托
長
城
が
二
丑
り
城
蛇
.,I,な
っ
て

お
ろ
り
で
め
る
t
で
=
り
外
地
か
ら
泊
か
出
所
省
qJ
で
為
､
故
に
粒
戊
口

か
ら
相
に
苅
河
に
川.
為
frJ総
点
特
別
拡
域
で
あ
り
､
紺
跡
目
か
ら
北
に
山

･3
.,雛
恰
術
で
､
い
.つ
れ

･1
首
の
内
蒙
古
の
畔
収
地
､
今
日
で
は
支
那
人

比
の
段
新
地
が
あ
っ
て
､
そ
り
さ
き
に
陰
山
山
系
が
米
田
に
迎
瓦
し
て
ぬ

る
り
で
あ
る
､
故
に
こ
の
間
施
TI伽考

ふ
方
に
常
っ
て
は
ま
づ
山
西
省
り
湛

城
妨
界
在
明
に
L
t･J
そ
れ
か
ら
考

へ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
O

さ
て
か
や
-
に
山
西
省
み
北
は
長
城
外
汲
ー束
は
大
行
山
脈
､
田
及
糾
し

窮
河
粘
限
り
BJ
L
て
考

へ
て
見
る
?J
ー
長
城
内
地
の
.洩
っ
て
わ
あ
玉
露
山

系
1J
耶
す
る
太
古
代
片
柳
岩
の

大
山
脈
が
米
田
に
亙
り
分
水
界
1,
叱
っ
て

省
み
開
北
O
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に
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っ
て
ゐ
ろ
｡
即
ち
北
は
大
同
僻
の
余
地
で
ー熊
陀
河

の
流
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で
あ
る
､
=
り
河
は
米
紙
し
て
北
演
平
地
私
流
ろ
ゝ
永
先
河
り
上

流
で
み
ろ
｡
閥
の
盆
地
～_
所
謂
大
原
の
孜
地
で
粥
阿
り

l
大
支
流
七
ろ
扮

水
の
流
域
で
あ
る
ー
扮
水
り
米
.1こ
大
行
山
脈
が
あ
あ
が
こ
の
大
行
山
脈
払

揮
蝕
し
て
布
令
な
描
柁
河
亡
か
搾
油
1,
か
云
ふ
河
が
東
流
し
て
わ
ろ
が
こ

の
米
泌
防
水
ミ
浄
水
7,
の
間
.1
糾
い
窄
山
山
脈
が
あ
り
､
英
田
の
扮
水
1
J

洪
聖

1
の
間
･1こ
け
､
警
笛

脈
が
あ
っ
て
開
耶
故
地
け
二
段
に
切
れ
て
ゐ

ろ
が
､
し
か
し
地
質
上
か
ら
之
私
見
空

基
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別
湖
的
り
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地
で
あ
る
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郡
試
～克

て

l
千
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甘
光
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外
の
拓
即
三
吉
ふ
の
が
常
つ
て
は
お
る
が
地
質
尉
み
見
ろ
1,
枚
地
で
あ
る

こ
り
故
地
は
五
菜
山
系
か
ら
北
綜
三
十
四
腐
河
輔
額
ま
で
の
同
ー
米
松
官

十
戊
か
ら
甘
十
四
凍
り
間
に
厨
が
リ
､
周
囲
に
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郎
冷
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樹
琴
武
利
証
､
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仙

川

炎
駒
紀
の
け
い
畔
代
り
山..q
石
か
凹
て
井
上
に
耽
ち
に
石
灰
紀
や
二
療
紀
の

砂
･:11T.
慣
封
が
川
て
叉
非
上
に
三
伯
件
紺
が
川
て
､
中
郡
古
拙
代
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シ
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ー

ア
､
)ヂ
封
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ね
欠
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王

崇
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土
の
枇
ふ
桝
で
あ
る
ー即
川
田
詔
地
け
奥

陶
組
の
米
か
ら

地
軸
隆
超
し
､

恋
官
制
出
､
泥

絵
二
組
の
問
ー

大
陵
む
な
し
､

痛

石
供
紀
三

1雌

紀
に
は‡
抑
び
沈

ん
で
嘩
脂
,tAIt
_よ

し
二

二
飽
和
以

後
又
々
地
建
砧

故
じ
i1
も
L1
で
あ
る
ら
し
い
､
即
ち
石
灰
比
時
代
に
海
況
か
-
け
七

一
の

盆
地
t
,糾
う､
べ
与
で
わ
あ
ー
で
こ
の
故
地
り
東
城
わ
な
で
大
行
山
脈
･Ii
仙

洞
ね
米
か
ら
閥

へ
め
ぐ
る
地
軸
で
満
腔
千
二
甘
光
内
外
虫
粋
み
な
す
も
り
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埠
統
制
出
ー
帆
陶
組
の
石
灰
岩
.で
あ
る
が
､
=
れ
.1ニ
封
立
し
て
ゐ
ろ
叩
鼠
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舵
も
叉
偶
大
な
石
沢
射
､
ド
ロ
マ
イ
ト
み
窟
出
し
､時
流
ー炎
柵
紀
に
屈

す
ろ
も
り
在
枇
仲
ま
し
て
ぬ
る
､
両
し
て
い
づ
れ
も
こ
の
雌
棟
桁
択
山村
の

内
部
叉
は
外
.La
に
石
炭
や
域
か
.叩
撤
L
l.J
ゐ
為
､
川
田
bJl
石
=.伏
tJ糾
す
ろ

-
S
ti
桝
に
,
)の
週
iTiの
放
地
に
出
火
七
-
の
で
ー
職
位
安
似
武
安
城
鯖

耶
耶
内
郷
的
城
元
戊
非
損
の
各
川代
H
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班
に
火
行
の
米
側
に
わ
ろ
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の
単

純
流
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部
帽
仰､
甘
似
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平
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の
各
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西
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川
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る
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で
わ
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僧
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方
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抗
山
脈
の
光
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も
同
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に
大
将
安
城
淡
水
扮
際
の
希
熊
田
が
あ
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ー

石
桜
郷
撃
の
二
炭
田
_ェ
井
田
側
に
出
て
ゐ
ろ
､
樽
じ
て
押
水
亡
扮
水
寸し
の

間
り
分
水
み
な
せ
る
中
央
の
碇
山
み
見
ろ
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祐
二
千
五
富
来
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逮
し
て
始

成
代
り
片
肺
封
が
仙
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加
炭
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し
て
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讃
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組
り

一
大
鞄
鮮
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比
に
L
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冷
大
山
系
の

雛
曲的
り
7
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で
摘
し
て
中
低
山
版
か
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鮮
山
番
祝

の

1
火
山
系
に
迎
接
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ム
瀞
で
あ
る
ら
し
い
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肺
門
困
り
あ
る
洗
姦
山
系

も
同
様
に
陰
山
山
系
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施
行
L
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大
雛
曲
の
精
鵜
か
ら
的
衆
穴
も
り
で

あ
る
が
北
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